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政
府
は
二
○
一
四
年
一
二
月
二
七
日
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
以
下
、「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」）
と
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、「
総

合
戦
略
」）
を
閣
議
決
定
し
た
。

　
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
二
○
六
○
年
を

視
野
に
、
日
本
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の
姿

を
示
し
、
今
後
め
ざ
す
べ
き
将
来
の
方
向
を

提
示
す
る
も
の
。一
方
、「
総
合
戦
略
」は
、「
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
、
二
○
一

五
年
度
か
ら
の
向
こ
う
五
年
間
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
な
方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
示

す
も
の
。

　

今
後
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
国

が
と
り
ま
と
め
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総

合
戦
略
」
を
勘
案
し
て
、
地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
た
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
、「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る

人
口
問
題
に
対
す
る
基
本
認
識
に
触
れ
た
う

え
で
、「
総
合
戦
略
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
雇
用

に
関
連
す
る
施
策
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服

　

わ
が
国
は
、
二
○
○
八
年
を
ピ
ー
ク
と
し

て
人
口
減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
今
後
、

二
○
五
〇
年
に
は
九
七
〇
○
万
人
程
度
と
な

り
、
二
一
○
○
年
に
は
五
〇
○
○
万
人
を
割

り
込
む
水
準
ま
で
減
少
す
る
と
の
推
計
が
あ

る
。

　

人
口
減
少
は
、
地
域
経
済
に
お
い
て
、
消

費
市
場
の
規
模
縮
小
だ
け
で
な
く
、
深
刻
な

人
手
不
足
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
事
業
の
縮
小
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
も

広
範
に
生
じ
つ
つ
あ
る
。
地
域
経
済
の
縮
小

は
、
住
民
の
経
済
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
基
盤
の
維
持
を
困

難
に
し
て
い
る
。

　

地
方
で
は
、
人
口
減
少
を
契
機
に
、「
人
口

減
少
が
地
域
経
済
の
縮
小
を
呼
び
、
地
域
経

済
の
縮
小
が
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
」
と

い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
（
悪
循
環
の
連
鎖
）

に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
こ
の
ま
ま
、
地
方

が
弱
体
化
す
る
な
ら
ば
、
地
方
か
ら
の
人
材

流
入
が
続
い
て
き
た
大
都
市
も
い
ず
れ
衰
退

し
、
競
争
力
が
弱
ま
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
を
克
服
し
て
、
地
方
創
生
を
成

し
遂
げ
る
に
は
、
①
「
東
京
一
極
集
中
」
を

是
正
す
る
②
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子

育
て
の
希
望
を
実
現
す
る
③
地
域
の
特
性
に

即
し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
―
―
と
い
う

基
本
的
視
点
か
ら
、
人
口
、
経
済
、
地
域
社

会
の
課
題
に
対
し
て
一
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

二
○
二
○
年
ま
で
に 

三
○
万
人
分
の
若
者
雇
用
を

　

雇
用
面
で
み
る
と
、「
し
ご
と
」と「
ひ
と
」

の
好
循
環
を
確
立
す
る
た
め
、
地
方
に
お
け

る
「
し
ご
と
」
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
が

第
一
に
求
め
ら
れ
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
総
合
戦
略
」

地方創生に向けた課題
―経済再生と雇用拡大

特 集

一
方
、
所
得
や
雇
用
等
の
東
京
一
極
集
中
や

地
方
圏
で
の
中
核
的
な
都
市
と
そ
れ
以
外
の
地
域
と
の
格
差
は
、
い

わ
れ
て
久
し
い
課
題
で
も
あ
る
。
特
集
で
は
、
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告
な
ど
か
ら
、
向
こ
う
一
年
間
の
地
域
経
済
と

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
の
展
望
と
、
景
気
回
復
や
底
支
え
に
ど
う
い
っ

た
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
か
を
考
え
る
。

人
々
が
地
域
に
と
ど
ま
っ
て
働
き
、
生
活
し
て
い
く
地
方
の
再
生
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
末
の
臨
時
国
会
で
は
、
地
方
創
生
関
連
二

法
案
が
成
立
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
創
出
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
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東
京
圏
へ
の
転
入
・
転
出
状
況
を
み
る
と
、

現
在
、
三
五
歳
未
満
の
若
い
世
代
で
は
約
一

○
万
人
の
転
入
超
過
と
な
る
一
方
、
三
五
歳

以
上
で
は
若
干
の
地
方
へ
の
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
。
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
を
是

正
す
る
た
め
に
は
、
若
い
世
代
の
東
京
圏
へ

の
転
入
超
過
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
方
で
毎
年
一
○
万
人
の
若

い
世
代
の
安
定
し
た
雇
用
を
生
み
出
せ
る
力

強
い
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、初
年
度（
二
○
一
六
年
度
）

二
万
人
、
翌
年
度
（
二
○
一
七
年
度
）
四
万

人
と
、
毎
年
度
二
万
人
ず
つ
段
階
的
に
地
方

に
雇
用
を
創
出
し
、
二
○
二
○
年
以
降
は
毎

年
一
○
万
人
の
若
い
世
代
の
安
定
し
た
雇
用

を
生
み
出
す
力
を
も
っ
た
地
域
産
業
の
競
争

力
強
化
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
二
○
二
○

年
ま
で
に
、
地
方
に
三
○
万
人
の
若
い
世
代

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
新
た
に
生
み
出

す
。

　

ま
た
、
雇
用
の
量
ば
か
り
で
な
く
、
職
種

や
労
働
条
件
、
生
活
環
境
の
不
適
合
な
ど
に

よ
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
、
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
あ
る
女
性
の
就
業
機
会
の
不
足
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
地
方
で
活
か
さ
れ
な
い
潜
在
的

な
労
働
供
給
力
を
地
域
の
雇
用
に
的
確
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

や
、
労
働
市
場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
、

正
規
雇
用
等
の
割
合
の
増
加
、
女
性
の
就
業

率
の
向
上
な
ど
、
労
働
市
場
の
質
の
向
上
を

図
る
。

一
極
集
中
の
流
れ
を
止
め
る

　

内
閣
官
房
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
在

住
の
約
四
割
が
「
移
住
す
る
予
定
」
ま
た
は

「
今
後
検
討
し
た
い
」
と
し
て
い
る
一
方
、

移
住
に
対
す
る
不
安
・
懸
念
の
第
一
は
地
方

の
雇
用
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。
今
後
、

地
方
で
生
み
出
す
毎
年
一
○
万
人
分
の
雇
用

を
、
こ
う
し
た
潜
在
的
希
望
者
に
よ
る
地
方

へ
の
移
住
・
定
着
に
結
び
つ
け
る
べ
く
、
東

京
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
の
促
進
、
地
方
出

身
者
の
地
元
で
の
就
職
率
向
上
な
ど
、
地
方

へ
の
新
し
い
「
ひ
と
」
の
流
れ
づ
く
り
に
取

り
組
み
、「
し
ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の
好
循
環

を
確
立
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
地
方
に
生
み
出
す
年
間
一

○
万
人
分
の
雇
用
創
出
力
を
活
用
し
つ
つ
、

現
在
、
年
間
四
七
万
人
の
地
方
か
ら
東
京
圏

へ
の
転
入
者
を
年
間
六
万
人
減
少
さ
せ
、
年

間
三
七
万
人
の
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
転
出

者
を
年
間
四
万
人
増
加
さ
せ
る
。
こ
う
し
た

東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
新
た
な
「
ひ
と
」
の

流
れ
づ
く
り
に
よ
り
、
東
京
圏
か
ら
の
転
出

者
と
、
東
京
圏
へ
の
転
入
者
を
均
衡
さ
せ
、

東
京
一
極
集
中
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
を
め

ざ
す
。

企
業
の
地
方
拠
点
強
化
と 

地
方
採
用
・
就
労
の
拡
大
を

　

人
口
の
東
京
へ
の
過
度
な
集
中
を
是
正
す

る
た
め
に
は
、
地
方
で
の
安
定
し
た
良
質
な

雇
用
確
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
企
業
の
本
社

等
の
東
京
二
三
区
へ
の
集
中
が
進
ん
で
お
り
、

採
用
に
お
い
て
も
東
京
で
の
一
括
採
用
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
地
方
の
企
業
に
よ
る
優
秀

な
人
材
の
確
保
や
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

と
く
に
、
東
京
二
三
区
か
ら
の
本
社
機
能
の

一
部
移
転
等
に
よ
る
地
方
拠
点
強
化
や
企
業

の
地
方
採
用
枠
拡
大
に
向
け
、
官
民
あ
げ
て

の
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

地
方
に
お
い
て
は
若
い
女
性
の
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
地
域

か
ら
の
若
い
女
性
の
転
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
指
摘
も
踏
ま
え
、
地
方
に
お
け
る

女
性
の
採
用
を
進
め
る
企
業
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
。
加
え
て
、
農
村
地
域
へ
の
農
業

関
連
産
業
等
の
導
入
促
進
に
よ
り
、
地
方
に

お
け
る
就
業
機
会
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
東
京
に
居
住
せ
ず
地
方
に
住
み

な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
若
者
や
女
性
を
含
め
一
層
多
く

の
人
々
が
地
方
に
お
い
て
産
業
・
社
会
の
担

い
手
と
し
て
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
政
府
関
係
機
関
（
独
立
行
政
法
人

等
の
関
連
機
関
を
含
む
）
の
中
に
は
、
地
方

の
発
展
に
資
す
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
政
府
関
係
機

関
に
つ
い
て
、
地
方
か
ら
の
提
案
を
受
け
る

形
で
地
方
へ
の
移
転
を
進
め
る
こ
と
が
、
地

方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と

に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
二
○
二
○
年
ま
で

の
五
年
間
に
、
本
社
機
能
の
一
部
移
転
等
に

よ
る
企
業
の
地
方
拠
点
強
化
の
件
数
を
七
五

○
○
件
増
加
、
地
方
拠
点
に
お
け
る
雇
用
者

数
四
万
人
増
加
を
達
成
す
べ
き
目
標
に
掲
げ

る
。

地
方
大
学
等
の
活
性
化
も

　

地
方
の
若
い
世
代
が
大
学
等
の
入
学
時
と

卒
業
時
に
東
京
圏
へ
流
入
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
に
は
、
地
方
に
魅
力
あ
る
雇
用
が
少
な

い
こ
と
の
ほ
か
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

高
等
教
育
機
関
の
機
能
が
地
方
で
は
十
分
と

は
い
え
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
地
方
大
学
や
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
地
域
人
材
を
担
う
人
材
養
成
な

ど
地
方
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
取
組
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
方
大
学
等
へ
の
進
学
、
地
元
企

業
へ
の
就
職
や
都
市
部
の
大
学
等
か
ら
地
方

企
業
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
学
金

（「
地
方
創
生
枠
（
仮
称
）」
等
）
を
活
用
し

た
大
学
生
等
の
地
元
定
着
や
、
地
方
公
共
団

体
と
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
雇
用
創
出
・

若
者
定
着
に
向
け
た
取
組
等
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
学
校
を
核
と
し
て
、
学
校
と
地
域

が
連
携
・
協
働
し
た
取
組
や
地
域
資
源
を
活

か
し
た
教
育
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
郷

土
の
歴
史
や
人
物
等
を
採
り
上
げ
た
地
域
教

材
を
用
い
地
域
を
理
解
し
愛
着
を
深
め
る
教

育
に
よ
り
、
地
域
に
誇
り
を
持
つ
人
材
の
育

成
を
推
進
し
、
地
域
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
大
学
や
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
専
門
高
校
を
は
じ
め

と
す
る
高
等
学
校
に
お
け
る
、
地
元
の
地
方

公
共
団
体
や
企
業
等
と
連
携
し
た
取
組
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
産
業
を
担
う
高

度
な
専
門
的
職
業
人
材
の
育
成
や
地
元
企
業

に
就
職
す
る
若
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
地

域
産
業
を
自
ら
生
み
出
す
人
材
を
創
出
す
る
。

ま
た
、地
域
に
根
ざ
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
①
地
方
に
お
け
る

自
県
大
学
進
学
者
の
割
合
を
平
均
三
六
％
ま

で
高
め
る（
二
○
一
三
年
度
全
国
平
均
三
二
・

九
％
）
②
地
方
に
お
け
る
雇
用
環
境
の
改
善

を
前
提
に
、
新
規
学
卒
者
の
県
内
就
職
の
割

合
を
平
均
で
八
○
％
ま
で
高
め
る
（
二
○
一

二
年
度
全
国
平
均
七
一
・
九
％
）
③
大
学
に

お
け
る
、
地
元
企
業
や
官
公
庁
と
連
携
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
率
を
五
○
％
ま
で

高
め
る
（
二
○
一
三
年
度
三
九
・
六
％
）
―

―
な
ど
を
二
○
二
○
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

目
標
に
掲
げ
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


